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研究成果の概要（和文）：本研究では、香港が、反逃亡犯条例改正運動、新型コロナウイルスの感染拡大、国家
安全法の可決という、三つの大事件を迎える中で、調査研究を遂行することとなった。香港社会が激動する中
で、宗教団体がどのような役割を果たしているのか、そして、中国返還後に台頭してきた香港ナショナリズムの
意識・運動に対して、宗教－特にキリスト教－がどう対応しているのかについて、考察を行った。本研究から得
られた新たな知見の一つとして、ナショナリズムの意識の高まりの中で、ごく一部の革新的なキリスト教コミュ
ニティと、ナショナリズムとの間に化学反応が起こり、一種の「クリスチャンナショナリズム」が形成されてい
ることがあげられる。

研究成果の概要（英文）：This research project was condcuted when Hong Kong was facing three 
important changes in its history, namely the anti-extradition bill protests, COVID-19, and the 
implementation of the National Security Law. This research examined, during these turbulent times, 
how has religion, especially Christianity, responded to the rising nationalistic ideas and 
movements. One of the most important findings of this study is that, there is a minority of the 
Christian community that proactively embraced nationalistic ideas, interpreting nationalim based on 
their understanding of Christian teachings, forming a kind of "Christian Nationalism".

研究分野：社会学、地域研究
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、返還後の香港社会において、社会・政治運動に長く関わってきた香港のキリスト教は、どのように高
まるナショナリズムの意識・運動に対応しているのかを解明したことにより、返還後の香港における政教関係
や、信教の自由、宗教の社会・政治運動の在り方の変化に重要な知見を与えた。また、本研究は、香港の事例を
通して、ナショナリズムの形成とキリスト教とのかかわりを解明し、宗教の視点からナショナリズム研究に貢献
できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
返還後の香港では、中国本土からの影響が強まる中、普通選挙を求める民主化運動「雨傘運動」
（2014 年）をはじめとして、地元の利益や自由を守ろうとする「ナショナリズム」の意識や運
動の高まりが顕在化している。こうした運動において、宗教、とりわけ社会・政治運動に長く関
わってきた香港のキリスト教に、どのような役割があるのかを解明することは、返還後の香港に
おける政教関係や、信教の自由、宗教の社会・政治運動の在り方の変化を理解する上で重要な課
題である。以上が、本研究を開始した大きな背景である。研究期間中、香港の情勢がさらに急激
に変化し、逃亡犯条例改正運動をきっかけとして、香港史上最大な反政府デモ（2019 年～2020
年）が発生した。このことによって、ナショナリズムの意識は一層高まり、本プロジェクトにお
いても、こうした最新の動きを研究の視野に入れて調査を進めた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、返還後における香港のナショナリズムの意識・運動と宗教、とりわけキリスト教と
の関係について考察した。具体的には、「雨傘運動」をはじめとする返還後の香港で発生した社
会・政治運動において、キリスト教組織、聖職者や信者がどのような役割を果たしていたかにつ
いて分析した。また、近年ナショナリズムの意識や運動が高まる中で、キリスト教がどのように
対応していたかについて考察した。 
 
 
３．研究の方法 
2019 年から 2022 年においては、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、海外での現地調査が困
難となった。したがって、主にインターネット上で公開されたキリスト教関係者による新聞記
事・回顧録などのテキストデータの収集および分析を行った。また、オンライン・ミーティング
用のソフトウェアを用いて、キリスト教関係者や、デモ参加者を対象としたインタビュー調査も
あわせて実施した。2023 年には、コロナでの外出規制が緩和されたため、香港での現地調査（資
料収集、インタビューなど）を行った。 
 
 
４．研究成果 
本研究では、香港が、反逃亡犯条例改正運動、新型コロナウイルスの感染拡大、国家安全法の可
決という、三つの大事件を迎える中で、調査研究を遂行することとなった。香港社会が激動する
中で、宗教団体がどのような役割を果たしているのか、そして、中国返還後に台頭してきた香港
ナショナリズムの意識・運動に対して、宗教---特にキリスト教---がどう対応しているのかにつ
いて、考察を行った。本研究から得られた新たな知見の一つとして、ナショナリズムの意識の高
まりの中で、ごく一部の革新的なキリスト教コミュニティと、ナショナリズムとの間に化学反応
が起こり、一種の「クリスチャンナショナリズム」が形成されていることがあげられる。 
 
新型コロナウイルスの感染拡大の中、コロナに対して宗教はどのような対策を行ったのかにつ
いても考察した。実は、香港においてコロナの感染拡大を抑え込むことが比較的にできているの
は、市民社会が大きな力を果たしているからである。そこでは、宗教団体も重要な役割を担って
いる。この背景には、香港市民が政府に対して強い不信感を抱いているということがある。市民
の間では自分たちの力でコロナに対応するしかないという意識が高まってきている。例えば、民
間社会・企業が自発的にマスクを調達・開発し、不要不急の外出自粛などの呼びかけが早い段階
から認められ、宗教団体も多くの力を見せている。有志によるマスク工場の開設、市民団体の防
疫活動、個人や店のマスク調達など、市民社会レベルのコロナ対策の事例が多数見られることを
考察した。一部は営利目的で行われたものであることは否定できないが、どちらにせよ政府主導
ではなく、民間社会の自発的な行動であることが明らかである。本来香港政府が対応すべきこと
が対応できていない（していない）ため、市民社会の力で対応するしかなかったことは、香港に
おけるコロナ対策の大きな特徴と言えよう。このように、コロナとの戦いは香港市民の政府に対
しての不満・反抗の一面を示すものでもある。 
 
また、感染拡大防止として、各国の政府が人々の移動、ソーシャルディスタンスを規制し、市民
の生活を監視・管理する体制や技術の整備、そして市民のワクチン接種も進めてた。こうした政
府の動香港でも、コロナ対策の一環として、市民の身体の監視・管理体制が政府によって進めら
れいた。市民の動きを記録するアプリが、香港政府の強い要請で利用されるようになった。政府
の呼びかけに積極的に合わせて、信者に強制的にアプリを利用させる教会も数多くあった。こう



した政府や教会の動きは、信者からの反発を招いた。キリスト教信者たちが作ったメディア組織
「門徒」は、アプリを利用する教会の情報をリストアップし、デジタル監視に気をつけるよう、
キリスト教信者に呼びかけていた。 
 
また、2023 年の現地調査では、国家安全法の影響で、これまで社会・政治運動に関心を示して
きた多くのキリスト教関係者が、革新的なナショナリズム運動と距離を保つようになったこと
が認められた。運動が沈静化していく中、キリスト教関係者においては、今後、どのように民主
化運動と関わっていくのかについて、悩んでいる人も多く見受けられた。今日の香港では、ナシ
ョナリズム運動はもちろんのこと、民主化運動への参加が、以前に増して困難化している。香港
史において、これまで長らく社会参加・政治参加を果たしてきたキリスト教が、どのように自身
の役割を調整していくのかが、今後、注目していくべき重要な課題である。 
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